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る
人
・
見
る
人
み
ん
な
を
幸
せ
に
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ジ
ャ
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ダ
ン
ス
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者
 
ほ

ん

だ

 

ゆ
　
み
　 

神経難病について 

　神経内科では、脳梗塞、髄膜炎・脳炎・脊髄炎、ギラン・バレー症候群などの
急性疾患のほかに、片頭痛、認知症、パーキンソン病および関連疾患、脊髄小
脳変性症、多系統萎縮症、重症筋無力症、多発性硬化症などの診療を行って
います。上記後半の多くは神経難病に属しています。一般に難病とは、「現
時点で疾患の原因が特定できず、根本的な治療が困難で、日常生活に支障を
きたし経済的な負担もある疾患」と定義されています。そのなかで国や県が
指定した疾患が特定疾患で、経済的な補助などが受られますが、難病がすべ
て特定疾患ではありません。 
　脊髄小脳変性症など一部に家族性に発症する疾患では、遺伝子解析にて
詳細な分類が行われるようになりましたが、遺伝子治療をはじめとした根本
治療には今後の発展が待たれます。ここ10年ほどの間に多くの治療薬・治
療法が開発され、パーキンソン病のドパミン拮抗薬、MAO、COMT阻害薬な
どやDBS（脳深部刺激療法）といった脳外科的治療法、多発性硬化症のイン
ターフェロンや免疫抑制薬、重症筋無力症のγグロブリン療法などで病状の
進行抑制や症状改善をはかる治療選択肢も増えてきました。しかし現実には、
多くの患者さんは日常生活に支障を来し、特定疾患の申請や介護保険など
を利用し療養生活の補助をはかっていただく事が必要になっているのが現
状です。難病で悩まれている患者さんのためにも、今後さらなる原因解明お
よび治療法の開発が望まれます。 
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つ
ま
先
立
ち
で
ク
ル
ク
ル
ッ
と

回
る
ダ
ン
ス
の
華
„
ピ
ル
エ
ッ
ト
“

な
ど
を
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
。
中
級
ク
ラ
ス
の
レ
ッ

ス
ン
で
本
田
先
生
が
振
り
付
け
を

見
せ
る
と
、
生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に

そ
ろ
っ
て
踊
る
。「
こ
の
子
た
ち
と

は
何
年
も
一
緒
に
練
習
し
て
い
ま

す
か
ら
ね
」
と
事
も
な
げ
に
話
す
。 

　
中
学
１
年
生
の
と
き
親
戚
に
誘

わ
れ
て
見
た
宝
塚
歌
劇
団
の
舞
台
。

そ
の
華
や
か
さ
に
「
ビ
ビ
ッ
と
来

た
」
こ
と
が
ダ
ン
ス
を
始
め
た
き

っ
か
け
だ
。 

　
早
速
、
地
元
の
バ
レ
エ
教
室
に

通
い
、
さ
ら
に
往
復
２
時
間
か
け

て
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
に
も
通
っ
た
。

夢
中
で
練
習
し
た
結
果
、
２０
歳
で

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
と
な
り
テ
ー
マ

パ
ー
ク
な
ど
で
活
躍
。
結
婚
・
出

産
を
機
に
プ
ロ
の
第
一
線
か
ら
退

く
が
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
面
倒
は
私

た
ち
が
見
る
か
ら
、
子
ど
も
に
ダ

ン
ス
を
教
え
て
」
と
知
り
合
い
に

頼
ま
れ
ダ
ン
ス
教
室
の
講
師
に
。

そ
の
後
、
作
品
か
ら
舞
台
ま
で
自

分
の
ダ
ン
ス
を
表
現
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
ダ
ン
ス
団
体
「
Ｙ
Ｈ

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ル
ー
ズ
」
を
設

立
。
口
コ
ミ
で
生
徒
は
増
え
、
今

で
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く

の
生
徒
に
ダ
ン
ス
を
教
え
て
い
る
。 

　
今
年
８
月
に
彩
の
国
芸
術
劇
場

で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｊ
Ｄ
Ａ
ダ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
。
生
徒
で
娘
で
も
あ

る
裕
子
さ
ん
が
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で

優
勝
し
、
Ｉ
Ｄ
Ｏ
世
界
ダ
ン
ス
選

手
権
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
。

大
会
は
１０
月
に
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
、

１６
歳
以
上
の
大
人
ソ
ロ
の
部
に

出
場
し
結
果
は
１６
位
。
世
界
の
技

術
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

さ
ら
な
る
糧
と
し
て
今
後
の
指
導

に
生
か
す
つ
も
り
だ
。 

　「
見
る
人
が
楽
し
ん
で
く
れ
る

よ
う
に
振
り
付
け
を
考
え
る
の
が

本
当
に
大
変
」
と
語
る
が
、
子
ど

も
た
ち
が
舞
台
で
生
き
生
き
と
踊

る
姿
を
袖
か
ら
見
る
た
び
に
感
動

し
て
泣
い
て
し
ま
う
。 

　
上
級
ク
ラ
ス
が
な
い
の
は
、
常

に
上
を
目
指
し
成
長
し
て
ほ
し
い

か
ら
。「
生
徒
た
ち
が
プ
ロ
の
ダ

ン
サ
ー
に
な
っ
て
、
活
躍
し
て
く

れ
た
ら
」。
そ
の
と
き
は
客
席
に
、

感
動
の
涙
を
輝
か
せ
る
先
生
の
姿

が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。（
俊
） 

 

「知っておきたい　インフルエンザ対策」 
　 
　季節性インフルエンザは例年12月～3月ごろまで流
行します。 
　インフルエンザは感染した人の咳、くしゃみ、つばな
どに交じって飛び散ったウイルスが、健康な人の鼻や

喉の粘膜に付着して感染します。また、換気の悪い部屋などでは比較的
長くウイルスが空気中にいるため空気感染をする可能性もあります。感
染した人のくしゃみや咳がついた手が触れた物にほかの人が触れること
でも感染します。感染を防ぐためにインフルエンザに負けない正しい予
防法を身につけましょう。 
＜予防法＞ 
1 手洗い・うがいをする。うがいは3回以上を目安に行いましょう。 
　うがいの手順 
　①口の中の汚れをとるように、ブクブクとうがいをします。 
　②いったん水を吐き出します。 
　③もう一度口に水を含み、顔を上に向けて、のどの奥までしっかりとガ
　ラガラうがいをします。 
2 人込みを避ける。 
3 予防接種を受ける。 
4 適度な湿度を保つ。 
5 十分な休養とバランスのとれた栄養を摂取する。 
＜もし感染してしまったら＞ 
　感染した人は、発症直前から発症後5～7日までウイルスを排出すると
言われています。熱が下がったあとも、2日程度は外出を控えましょう。ま
た、周りの人へうつさないために、マスクを着用しましょう。 
　室温20℃前後、湿度50～60%に保ち、ウイルスを室外に出すために1
時間に1回程度換気を心がけましょう。 
　規則正しい生活を心掛け免疫力を高め、インフルエンザの流行期に備
えましょう。 

　 

車
上
狙
い
・
部
品

狙
い
に
ご
用
心
 

 

　
車
か
ら
お
金
や
カ
ー
ナ
ビ
・
タ

イ
ヤ
な
ど
が
盗
ま
れ
る
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
　
 

　
少
し
で
も
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、

ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
、
窓
は
完
全
に

閉
め
ま
し
ょ
う
。
 

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
 

◇
防
犯
グ
ッ
ズ
の
活
用
 

・
防
犯
ア
ラ
ー
ム
な
ど
を
取
り
付
け
、防

犯
装
置
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ

う
。 

・
タ
イ
ヤ
や
カ
ー
ナ
ビ
に
防
犯
ね
じ
を

取
り
付
け
る
な
ど
、簡
単
に
取
り
外

せ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。 

・
車
体
カ
バ
ー
を
掛
け
る
と
防
犯
効
果

が
あ
り
ま
す
。 

◇
車
内
に
お
金
や
貴
重
品
を
置
か
な
い
 

・
財
布
や
カ
バ
ン
の
ほ
か
ゴ
ル
フ
バッ
グ
や

電
動
工
具
な
ど
も
、車
内
に
置
い
た

ま
ま
に
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

◇
防
犯
設
備
の
整
っ
た
駐
車
場
を
選
ぶ
 

・
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
防
犯
設
備
や
、照

明
設
備
の
あ
る
駐
車
場
を
選
び
ま
し

ょ
う
。 

・
管
理
人
や
警
備

員
が
常
駐
ま
た

は
巡
回
し
て
い
る

駐
車
場
を
選
び

ま
し
ょ
う
。 

    問
い
合
わ
せ
…
防
犯
対
策
室
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防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
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ガンマ 

 

ディービーエス 


